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■ 超高層ビル用エレベータ群の

計画検討

竜高層ビルはビル運営上レンタブりとをできるだけ高くとること

が望ましい二.そこで,たとえばエレベータ･ロビー面積も必要最小限

に計画する必要がある｡一方,超高層ビルの収容人口は従来のビル

に比べて非常に多くなるため,出勤時のピークにほ従来のビル以上

エロピーの混雑状態が予想される‥したがって,超高層ビルを計画す

るこあたって,エレベータ群に対する最大限の輸送台巨力強化とロビ

ー面積に必要な最小限の余裕を定量的に検討しなければならない〕

今回,霞ヶ関ビル(地上36階地下3階,収容人口10,000人)用高

速エレベータ群の受注に際し,外国に比べて数倍の過密到着状態が

生ずるビル内交通需要のど一夕に対して日立製rF所独自の分割急行

方式を採用し,ロビー混雑を自動的に解

消することに決定した｡すなわち,乗客

の集中度合とェレーベータ群の輸送能力

との相関関係からロビーの混雑状態がど

のように積み残し人数と関連するかを統

計的に分析したわけである｡エレベータ

の設備能力としてほ古くから5分間にビ

ル全収容人口の15%程度を輸送できる

台数があれば十分と考えられているカ＼

従来のビルでも15%をこえるピークこま

割合に多いので,図1に示すような乗客

の到着分布を設定し,モンテ･カルロ･

シミュレーションを応用して過渡的な積

み残し問題を解析した｡300町/min高速

エレベータ群の結果を図2に示したが,

回申に普通と注記してあるのほ,1ノニン

ク7台で28､33階をサービスするもJ)で･けせ批afJ■L･ないノJぺ一亡ぁ

るっ この普通方式は外国で一般に行なわれているが,霞ヶ関ビルで

は図2に示すとおり,混雑状態が悪循環してダンゴ運転が継続し,

予測混幕臣限界を2陪程度上回りロビーから礪客がす-バ･フローす

るほか,出勤時刻が過ぎてもエレベータに乗れない乗客が2nぐ)人ヂl!

安生ずることになる｡分割急行方式ではダンゴ運転も少なく,止刻

9時の5分前には平常の運転状態に復し得ることなど,同じ設仙f†

数でも十分さ:･ごけることを示している｡
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図1 乗客到着分布のモデル
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回2 ロビーにおける積み残しへ数
(ピーク時の平均到着間隔0.6秒)

t 300m/m;∩高速ギャレスエレベータ

の開発

彗築基準法の改正により都市建築の超高層化が具体化され,ヰ1年

ほ東京大手町の富士銀行本店ビルをはじめ多数の超高層ビルが完

成した｡さらに,わが国最初の摩天楼ともいうべき霞ヶ関ビルは昭

和42年末に地上36階の偉容を誇りつつ完成する予定で現在建設中

である｡超高層ビルのエレベータ群ほ迅速な運転特性と交通需要に

対応した適切な運転系統を指令する管理放能とともに,特に事故の

少ない高信検疫の設備でなければならない｡超高層建築時代の要求

に応ずるよう昭和39年に開発した日立セラコソスタック方式ギヤ

レスエレベータは,41

年安も富士銀行をほじ

め経団連ビルなどにあ

いついで納入され,新

時代の需要にマッチし

たすく､､れた性能を実証

ず克である｡また,わ

が国のビル内交通需要

を十分己･こ調査して得た

データを電子計算機に

入れて研究した日_fヒ独

特の全自動群管理方式

(_ComputomaticTraf-

(9叫)

五c Programnling)はこれらの超高層ビルのエレベータ群の機能を

十分発揮させるよう管理されており,多数の実績を得ている｡

一方,セラコンスタック方式を発展させ300m/minの高速化試験

を行なった結果,当初の計画どおり高速大容量機においても従来と

同等以上の速度特性,精密な着床特性,静粛な運転特性が得られる

見通しを得た｡この成果をもとに,霞ケ阻ビルにはわが国最端近比

の300m/minギャレスエレベータをはじめ,合計17台の超高層ビ

ル用エレベータ群を製作中である｡この300m/minギャレスエレ

ベータの開発は,世界的傾向といわれている建築の超高層化引1州こ

対処する態勢を確立することができたものであり,超高層ビルi･こお

ける高速エレベータ群の今後の活躍が期待されている｡

図1 完成したパレスサイドビル
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囲2 日本ビルヂングエレベータ機械室
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■ 超高層用エレベータの意匠

最近,超高層ビルの計画が増加し,施工法も耐震性を考慮した柔

構造が採用された結果,出入口回りの意匠に新分野が開かれつつあ

る｡すなわち三方わく取付方法の相違は,必然的に空間の広がりを

求めることとなり,大形わくの必要性が生ずる｡このために単調と

なりがちな建築空間ほ,上わくのドア面立上りによるプレーンな構

造とか,表面着色法あるいこ土ダブルエッチソグ法などの施工技術に

より,豪華さと品位を保つ意匠とする方跡･こ

ある｡これらは特殊材料を使用することか

ら,正面玄関,会議場,役員室などの特定階

に実施されることが多く,一般階はホール意

匠をそこなわない程度の簡素な意匠が採用さ

れる｡図1は大形三方わくに銅系材料を使用

し,硫化いぶしを施して,空間的広がりを巧

みに生かしながら,重厚で風格ある意匠とし

た例である｡

一方乗かご意匠の傾向ほ,西欧的パターン

といわれる鋼板塗仕上げを主とした横能重点

の意匠と,東洋的パターンといわれるふん囲

気に重点をおいたデラックスな意匠があり,

いずれもポイントほ天井照明と側板仕上げに

おかれる｡超高層ビル用かご意匠ほ,後者が

多く,天井を日本建築の粋といわれる数寄屋

風としたものとか,和室風のイメージを持つ

障子形照明としたものなどがある｡また側板

にほステンレスエッチング,樹脂材料,合成皮革キルティソグなと

を効果的に使用して豪華な中にも落付きと品位を持つムードを備え

たものが多い二図2は天井に波形アクリル照明板を使用し,側板に

防燃加工レザーをはり,特殊表面加工を施したドア部分との意匠的

調和をはかった東洋的パターンの例である｡

このような意匠的憤向ほ,使用建材の進歩とともに超高層ビル用

エレベータではいっそう強まると考えられるが,一般ビル用の意匠

にも影響を及ぼすものと推察される｡

図1 広い建築空間を巧みに生かし,表面処理

技術により重厚な感じを出した大形三方わく

■ 新A形エレベータの開発

中小ビル向の実用形エレベータとして開発されたA形エレベータ

は,その性能と価格の点から予想以上の好評を博している｡日立製

作所はさらに徹底した合理性に基づく設計と製作により大幅な小形

軽量化を図るとともに性能,意匠についても画期的なモデルチェン

ジを行なった｡そのおもな技術的特長は下記のとおりである=

(1)新制御回路の開発と′J､形継電器摂の使用のほか,盤構造の

モデルチェソジによって盤サイズを大幅に縮小した.｡

(2)二段速度エレベータ用新形モータは理想的な乗心地を実現

するトルク特性を持つ特殊かご形で,とくに減速時のノイ

ズをかご内乗客に対して完全にシャットアウトしている｡

(3)トラクションマシン己･こ対してほ規格化による負荷の性質か

ら,設計の合理化を図ったウォーム軸が上にあるフランジ

タイプで,モータベースのいらないTK形である｡

(4)走行中に万一位置狂いを生じても自動的に補正するフリク

ショソスタットタイプのVS-AM形フロアーコントローラ

により簡単かつ正確に位置を検出して信号および制御を行

なう｡

(5)上記のほか,LC-W形負荷補償方式,DL形位置検出装置,

SM一Ⅴ形ドア開閉装置,PC-A形運転盤など数多くの新技

術を織り込んである｡

以上述べた枚器によって総合技術をいかんなく発揮し,乗心地,

信板度の向上を図るとともに一連の小形化によって比較的狭い機械

室でも据付けることができるので,従来よりいっそう幅の広い需要

を喚起するものと思われる｡

図2 防燃レザーのやわらかなふん同気

とドア回りの豪華さが調和Lたかご

図1 新A形エレベータ横根室設置品
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図2 新A形エレベータの速度およびかご内加減速度特性
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■ 輸出用エレベータの進出

口土製作所ほ,輸出先の国情の異なることに起因する諸問題を解

〃さして,アメリカ,メキシコ,西パキスタン,オーストラリア,西

ト■ィッぉよび香港をはじめとする東南アジア諸国を含めて世界13

個国にエレベータを輸出しているが,競争激化する国際市場に対処

するため,総合的な需要分析を行ない,市場性のある輸出機種の確

立をはかるとともに,いっそうの性能向上を行なった｡

香港の一流ホテルミラマ一にほ,日立製作所の誇る全静止形帰還

制御セラコンスタック方式エレベータを納入した｡+木方式は,世界

的な傾向となっているビルの超高層化i･こ備えて,特に,日立製作所が

開発したもので,高信板度の速度特性を有するものであり,光電式

ドア安全装置,エレクトロボタンなどの電子装置を採用した高性能

図1 香港ホテルミラマ

l 高性能60m/min油圧式

乗用エ レ ベー タ

40年発表したHD形およびHF形油圧式乗用エレベータほ顧客の

要望を満たすものとして着実な伸びを示し,十数台の納入実績をあ

げたこ､

なかでも岡山城納HF形エレベータは行程13.2m,速度60m/

minで行程,速度とも油圧エレベータとしてわが国瀬高を誇る画期

的な製品である｡これは再建なった岡山城の観光用エレベータとし

て使用されるが,建家構造が城郭建築であるため機械室を屋上に置

かないという油圧エレベータの特

質を十分に発揮している｡

エレベータの心臓部ともいえる

油圧制御装置には乗用エレベータ

専用に新たに開発された日立独自

のH形方式を採用して,油圧本来

の円滑な乗心地と静粛な運転性能

を得ることができたこ この制御装

置のおもな特長ほつぎのとおりで

ある｡

(-1)流量制御に機械駆動方式

と負荷圧検出装置を備

え,安定した速度特性が

得られる｡

エレベータとして現地の好評を博している= 引続いて,フィリッピ

ノ.ホテルリビュラ,ベイ･ビューホテノンなどには,速度210m/

nlinエレベータをはじめとする多数の高速エレベータが納入される

ことになっており,セラコソスタック方式のすく'-れた速度性能は,

現地の好みを取り入れた豪華な意匠と相まって,日立高級エレベー

タの声価を不動のものとしつつある.‥.

また,現地の使用条件を考慮して規格化したEA形エレベータは,

シンガポールHDBならびに香港政庁向を主体とする交流1速度と

香港などの民間ビル用としての交流2連接カ＼それぞれ数百台納入

されており,かごおよび出入口の洗練された意匠と安定した速度性

能により,着実な進出を遂げている｡

交流エレベータでほ撥能的に不十分な中規模ビル用として,ED

形エレベータを開発したこ本エレベータほ,中速エレベータの規格

化という観点から新たに需要分析が行なわjt､楼能を十分に発揮で

きる実用形エレベータであるとともに,意匠面での向上もはかられ

たので,直流エレベータの特長である快適な乗心地と精密な着床特

性とによって,EA形と異なるより高根な新分野iこ進出することが

期待されている.｡

図2 シンガポールHDB7パート群

(2)消音装置により,本質的に避けに･こいポンプのj土力脈動お

よび自重下降時に生ずる流体騒音を取除いているため,振

動が抽柱伝(まんしてかごに伝わることがない.｡また上昇に

は運転騒音の少ないスクリューポンプを採用するとともに

下降には低騒音絞り装置を採り入れ,機械室の騒音低減を

図っている｡

･■3)油圧ではラムおよび配管内の油量二三∴多くこなるためにバネ剛

性が減少し,外乱によりかごか低次で振動する可能性があ

るが,この振動機構を解析究明して油虻系に最適な制振装

置を開発し,かごの低次振動を完全に防止している｡

図1 再建 な っ た 岡 山 城
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囲2 岡山城エ ンベー タ
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■ 機械室床下を有効に利用できる

低階床用エスカレータの開発

口立言担作所は,階高が比較的低い建物においても,棟根室床下の

スペースを有効に利用できる機械室の浅い新しいエスカレータを開

発した｡

本エスカレータは透明式で,新設計の駆動装置を用いることによ

り機械妄のトラス深さな標準より約200mlllつめてある=新駆動装

丁劉ま,肺段駆動鎖申を小径にするときに生じやすい路段チェーンの

脈動,騒音を防Jl二できる斯い､棟膳を満えたもので,この点他社に

先んじているこ なお木ニスカレークには動作の確実な水平スピンll

ル方式のH-DS形駆動チェーン安全装置も同時に採用している､二.

本エスカレータの第1号枚は,渋子i東急ビルに納入された.｡従来

低階床の建物では不可能とされていたエスカレータの交さを畢ね設

置可能としたものであるこ
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同1 鞍械室耗下を有効に利用できる

■ レベルパーク形新方式駐車設備

従来の機械式駈申詣術の多くほコスト,運転中の騒音およびレイ

アウトなどの制約から一般的なビル組込み用としてほ問題点が含ま

れているため,需安宿全般の要求を満足させることば困難であっ

たい このたび11精株式会祉と協力して開発した新形駐中設備レベル

パーク形は,上記の問題ノエミを解紋したものとして,各方面から注目

を桁び,旧称42f【ミ5‖にほ,東京および大阪へ設置される運びとな

-1ている｡

レベルパーク井手のおもな特長は次のとニ千言りである.｡

(1)駐中方法は,平面循環を基本としているため,構造が簡単

であり,保寸点検個所も少なく,電力消費量も従来形に比べ約

1/10です入,設肺柴も20､30%安くなる｡

(2) りフトと組入令わせることにより容易にビルの地下へ設置

でき,そのうえスペースが長方形であるので,アイドルスペース

がなく,建築設計のうユからも組み込見やすい構造となっている

ためビルの地下設置には姑適であるこ

(3)平面循環を基本としていながら,これを矧熱こも積重ね,

立体的に構成することが

でき,出入口位置もl‾い問

部,端部および側部と各

種使い分けることによっ

て,従来の機種には全く

みられない応用が可能で

ある｡現在13樺の方式

を標準化し,各種レイア

ウトが可能のようになっ

ている(図2参照)｡〕

図2 渋谷東急ビ′レに納入の低隅床用エスうレータ

(4)動力伝達装置にほ,特殊な送り枚隅を採用し,刀の伝達部

分の多くを非金属接触としているため,騒音の問題を完全

に解ナ失している｡実測結果では,最大68ホーンであり他

形式に比べ大幅に′トさくなっている｡Jこのノさ土からも特にビ

ル組込克に適している.=.

ニヨ

図1 レベルバーク形駐車場
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図2 レベルパークの設置例
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